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進路選択の三つの軸 
平和教育プログラムでお世話になった学習院

女子大学の伊藤由紀子先生とオンラインで打ち

合わせをした時に、日本の高校生とルワンダの

高校生の進路選びの違いについてのお話を伺う

機会がありました。 

 伊藤先生によると、日本の高校生が自分の進

路を決める際に「自分が何をやりたいか」を軸

に選ぶケースが多いのに対し、ルワンダの高校

生は「自分たちの国や社会で何が必要か」を軸

に選ぶケースが多いということでした。実際、2

月のオンライン授業に参加してくれたルワンダ

の女子大生の方が大学を選んだ理由は「大学で

ビジネスを勉強し、社長になって、仕事のない

人に仕事を与えたい」というものでした。授業

後に山脇生に実施したアンケートを見ると、こ

の言葉が印象に残った生徒は多かったようです。 

 法政大学でキャリアデザイン学部の教授を長

く務めたのち、学部長、教育開発支援機構長を

経て現在は法政大学教職課程センター長を務め

ていらっしゃる児美川孝一郎先生の著書に『キ

ャリア教育のウソ』（ちくまプリマ―新書、2013

年）という本があります。 

この著書の中で、児美川先生は「やりたいこ

と」一辺倒の日本のキャリア教育に対して疑問

を投げかけ、「若い人たちには日頃から『やりた

いこと』だけに注目するのではなく、自分の

『やれること』、現在の社会のなかで『やるべき

こと』を意識してほしい」（同書86頁）と述べて

います。この場合の「やるべき」こととは、社

会全体で解決すべき課題のある分野を指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちが生きる社会はさまざまな「仕事」に

よって成り立っています。中高生のみなさんは

卒業後、大学への進学等を経て、さまざまな

「仕事」に就きます。「仕事」はみなさんにとっ

て自己実現の場であると同時に、社会を円滑に

動かすための役割をそれぞれが担う場でもあり

ます。私たちは「仕事」を通してその役割を果

たすことで、対価として報酬を得、生活の基盤

を築き、社会の中での自分の居場所を確保する

ことができます。結果的にそれが「自己実現」

にも繋がります。 

進路選択では、「やりたいこと」「やれること」

「やるべきこと」の３つの軸を持ち、自分が「や

りたいこと」を探究すると同時に、社会の中で

「やるべきこと」の中で自分が「やれること（＝

役に立てること）」は何かを考えるというアプロ

ーチも試みるとよいでしょう。そうすることで、

みなさんの「目標」は「志」になります。 

 2023 年度はみなさんにとって色々なことにチ

ャレンジする１年だったと思います。山脇学園

も様々な新しい取り組みにチャレンジする１年

でした。2024 年度もさらなる飛躍を目指してみ

なさんと一緒に歩んでいきます。4 月から新しい

スタートをともに踏み出しましょう。 
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学習・進路支援の取り組み報告 

中１ 

■2 月 20 日スピーチコンテスト本選開催 

2 学期の総合の時間を使って「社会とのかかわ

りをふまえて自分を語る」をテーマにスピーチ

を考えました。3 学期はクラス内予選を経てクラ

ス代表1名を決め、本選に挑みました。代表者は

みな自分の志を大切に、社会でどう活躍してい

きたいかを熱く語ってくれました。 

 

■2 月 28 日英会話カフェ開催 

今回はさらにグレードアップして、お話のきっ

かけにカードゲームなどを行いました。ゲームの

内容の説明や、ゲーム特有の言い回しなどを学び

つつ、楽しいひと時を過ごしました。英語を「使

う」事を学んだ生徒も多かったようです。 

 

■3 月 1 日環境フォーラム in English 開催 

英語の授業内でプレゼンテーションとして

「山脇ボランティアツアー企画」や「環境ニュ

ース速報」(動画作成)を行いました。授業クラス

で代表を決め、講堂にて本選を行いました。ど

のチームも力作ぞろいで、様々な地域で特有の

ボランティアに参加しようと考えたり、環境問

題に思いを馳せたりした生徒が多かったようで

す。校長先生から授与された副賞の山脇オリジ

ナル時計はなかなかの人気でした。 

 

■3 月 12 日 CALCULATION CONTEST 開催 

今年度最後の計算コンテスト(通称かるこん)を

開催しました。朝学習で鍛えた計算力を生かし

た結果がどう発揮されるのか楽しみです。結果

は 21 日に発表、表彰しました。 

 

■3 月 12 日ビブリオバトル本選開催 

冬休みの課題のブックレポートを元に国語の

授業でビブリオバトルの予選を行い、クラス代

表1名による本選を講堂にて行いました。クラス

代表者の素晴らしいスピーチと質疑応答を受け、

紹介されたすべての本を読みたくなった人も少

なくないと思います。本選の結果は 21 日に発表、

表彰しました。 

 

■3 月 12 日学年集会開催 

この学年が始まるときに「自考自律」という

目標を掲げ、学びの型や学ぶ姿勢などについて

話しました。今回はその振り返りの意味も込め

て、もう一度考える時間を作りました。今の自

分のままでいいのか、どう変わっていきたいの

か考え、今後は自分次第で決まっていくことを

確認しました。 

 

■1 年生終了にあたって 

「やってみて、振り返って、改善点を洗い出し、

次の行動に移す」自己調整型の行動をしよう、

という話を学年当初からしています。年間5回の

考査ですが、必ず2週間前に私学テストを行い、

すぐに採点し、生徒個人で弱点やまだ完璧にで

きていない分野を洗い出し、次の考査に向けて

行動をはじめる、そんなサイクルを回すための

訓練をしてきました。また、平日 2 時間、休日 4

時間の勉強時間を確保し、学習の質を向上させ

つつも量を減らさないようにする指導もしてき

ました。この1年で学習する基礎を固めた生徒は

多くいます。来年も引き続き自己調整型の行動

に磨きをかけつつ、自考自律が実現できるよう

に様々な取り組みを行っていく予定です。 

 

中２ 

■企業フォーラム 

３月１日(金)の総合において、1 年間取り組ん

できた「社会知」のまとめとして「企業フォー

ラム」を実施しました。中2保護者9名の方に御

来校いただき、仕事の内容だけでなくどのよう

にその仕事を捉え社会に貢献されているのか等

をお話しいただきました。事前に関心のあるジ

ャンルの希望を取りそれぞれ3名の方からお話を

聞く形式で行いました。どの生徒も真剣なまな

ざしで熱心に聞いており、社会貢献に対する理

解を自分ごととして深められたようです。 



3 

 

■次年度チャレンジクラスでの取り組み 

3 学期の総合は中 3 のチャレンジ別の活動とな

りました。 

《マイチャレンジクラス》は5月の修学旅行の

事前学習を行い、3 日目の自主研修コースを考え

ました。訪れる予定の寺社について調べ、ガイ

ドブック風の記事にまとめた上で、各自で考案

したコースを班で共有・議論して、最善の案を

仕上げました。 

《科学チャレンジクラス》は探究活動を始め

るにあたり、高橋是清公園に行き気になること

を写真に収め、仮説を立てる練習をしました。

初めて顔を合わせた同級生とグループディスカ

ッションを行い、持ち寄った「なぜ」に対して

仮説を立て、結論を出し発表を行いました。こ

の活動は屋久島での探究活動につながるはずで

す。 

《英語チャレンジクラス》はSDGsの「１．貧

困をなくそう」を題材とし、グループ学習を行

いました。調べていくうちに自分たちが知って

いる貧困と実際に世界で起きている貧困の差に

気づくことができました。最後の授業では全グ

ループが英語でプレゼンテーションを行いまし

た。この活動を通して英語をツールとして考え

たり発信する力が養われたようです。 

 

■3 月 6 日ビブリオバトル決勝大会開催 

 今年度のビブリオバトルは、図書委員が定期

的に集まり運営・進行の準備をしてきたこと、

審査を生徒だけでなくご招待した先生方がする

ことで、昨年度よりもさらにパワーアップした

大会になりました。 

また、紹介するために選んだ本のジャンルも、

昨年度は小説がほとんどでしたが、今年度は新

書や自己啓発本も登場し、生徒の成長を感じる

ことができました。 

生徒の振り返りからは、「発表者が紹介した本

を読みたくなった」という声がたくさん挙がっ

ています。この活動をきっかけとして、今後さ

らに読書活動が広がることを期待しています 

■各教科から 

《国語》 今年度のはじめにこちらでお伝えした

「古典学習の導入を、苦手意識を持たせること

なく丁寧に伝える」ことを意識して指導して参

りました。古文を読むときには当時の人の気持

ちに思いを馳せること、現代との比較などをす

ることで、古典の世界を味わいながら授業を展

開してきました。学力推移調査でも毎回大問４

の古文分野の得点率が高く、すべての問題で全

国平均を大きく上回っています。来年度はいよ

いよ「現代文」「古典」に分かれて授業が展開さ

れます。今年度習得した知識を生かして、さら

に古典の世界を楽しんでほしいと思います。 

《数学》 この２年継続して「解き方を暗記」か

ら「内容を理解した上で、自力で解法をゼロから

組み立てる」への切り替えを目指して参りました。

特に本校生徒が苦手とする関数・図形といった思

考力を要する分野に重点的に取り組んできた結果、

多くの生徒が初見の難問にも臆せず挑める素地が

できあがったと評価しています。 

第３回学力推移調査でも、全分野において全

国平均を大きく超えました。得点率に差がつい

たのは、大問２(比較的複雑な計算・基本問題)と

大問３(１次関数)で、ここでしっかり得点するこ

とで全体の成績に結び付いている生徒が多く見

られます。基礎が大切なのは言うまでもありま

せんが、同じ基礎でも「ただ問題が解けるだけ」

か「理由をしっかり理解した上で解いている」

かで今後の学びの深さに大きく違いが出ます。

中３でもぜひその姿勢を大切にしてください。 

《英語》 英語は各グレードによって目標を定め

て参りました。 

G1 英語の基礎学力をしっかり固め、高校へと向

かう知識を着実に蓄える。 

G2 基礎学力に思考力を加え、応用が容易に解け

る学力をつける。 

G3 自分の知識の穴埋めを自ら行い、英語理解を

一層深める。  

G4 問題量を多くこなし、文法や語法のバリエー

ションをどんどん増やす。 
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G5 入試や英検１級を意識した授業でハイレベル

の演習を重ね、実力を上げる。 

学力推移調査でも英語は大変素晴らしい結果

を出しつづけ、各グレードで上位者が多く、初

見の問題も果敢に取り組めています。今後も、

なぜ学習をするのか、どうやって学習をしたら

効率的なのかを考え自らを高めて、たくさん成

功体験を積み重ねていって欲しいと思います。 

 

中３ 

■学習進路部によるガイダンス 

 学習進路部より「山脇学園高校に進学するに

あたって」について、ガイダンスを実施しまし

た。 

生徒たちは大きな刺激を受けたようです。大

変有意義な時間を過ごすことができました。 

ガイダンスを受けての生徒からの感想は、以

下の通りです。 
 

・「将来何がしたいのか、なんとなくでも決まっ

ていればよかったのですが、まだ悩んでいる途

中なので、まずは目の前のことから何事にも全

力で取り組んでいくべきだなと感じました。将

来やりたいことが決まってきた頃に沢山の選択

肢を残しておくことができるように、いま何が

できたかが大切だとおっしゃっていたので、い

まは最短で学年末考査に向けて頑張りたいと思

います。」 
 

・「今、この時点から高校三年生の時自分がどの

位置にいることが出来るのかがある程度決まっ

ていることを知り、正直結構焦りました。今、

私の心の中に高校生から頑張ればいいやという

気持ちがあったのですがそれだとダメだという

ことがはっきりと分かりました。これからはま

だまだ受験は先の話だから大丈夫だと考えずも

う競争は始まっているという気持ちで勉強をこ

れまで以上に頑張って行きたいです。」 

 

■グローバル教育部による講演会 

 「グローバル人材になるために」というテー

マで、グローバル教育部による講演を実施しま

した。 

 時折ユーモアを織り交ぜながら織りなされる

講演を聞いて、生徒たちの進路選択の幅が広が

ったようでした。 

 講演に臨んだ生徒の感想は、以下の通りです。 
 

・「今の日本の企業で働き続けるのと、海外に行

って働くのとでは収入に大きな差が生まれると

いうことを知りました。職を失って、生涯稼げ

るお金も少なくなりたくないので日本でしか働

けない人ではなく外国に行っても通用する人材

になるために、努力をするべきだと思いました。

高い思考力を持った人材になったり、外国人に

まさる日本人の周りと協調しあう力を磨きたい

と思います。」 
 

・「日本だけでなく、海外の情報も日頃から目に

触れるようにするべきだと感じた。日本国内だ

けの選択肢ではなく、世界的な規模でより多く

の情報を見た上で自分の本当にやりたいことを

見つけることが大切だと思った。また、知識的

な勉強(rots)だけでなく、近年注目され、増加し

ている因果関係などを考える知識の応用問題

(hots)はすぐに身につくわけではないため、今の

うちからトレーニングしようと思った。」 

 

■YSE での報告 

 YSE（山脇・サイエンス・エキスポ）にて、発

表を行ないました。従来は、科チャレの年度末

報告会の様相を呈していた行事でしたが、今年

度から、マイチャレンジクラスの皆さんも、自

分ならではの視点をもって、社会に広がってい

る課題について一から仮説を立て、それを検証

しました。 

 午前中は、多くの中学 1・2 年生が見学に来て

くれました。発表者・司会者ともに緊張した面持

ちでしたが、円滑に発表・運営ができていました。 

 1 年間（春休みから）の、YSE に向けた活動を

通じて、自分で一から物事を考え、行動するこ

とができる人になってほしいと思います。 
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高１ 

■法政大学 佐伯順子先生 講演会・座談会 

3 月 12 日に法政大学人間環境学部准教授の佐

伯英子先生をお招きし、講演会を実施しまし

た。佐伯先生は社会学・ジェンダーをご専門と

しており、「『学ぶ』と『働く』をジェンダーと

持続可能性の視点から考える」というテーマ

で、生徒の考えを引き出しつつ持続可能な社会

を作るために考えてほしいことをお話しくださ

いました。 

講演後は、希望生徒 3名と座談会を実施して

くださり、ジェンダーや大学での学びについて 1

つ 1つの質問に対して丁寧にお答えいただくこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■模試への取り組み(継続) 

・模試振り返り 

 1 月実施のベネッセ学力テストを振り返りシー

トを使って、2 月 24 日（土）の模試返却の際に

振り返りをしました。生徒が各教科の問題の難

易度別に自分の得点を集計し、自分たちがどの

レベルの問題を中心に復習・対策すれば良いか

を確認しました。 

 高１の３学期は学年としても「高２の０学期」

として位置付けてきました。高２の模試ではよ

り問題のレベルが上がり、高２後半では理科・

社会も入ってきます。今回の模試振り返りを通

して、高１内容の定着度を計るとともに、来年

模試へのモチベーションアップにもつなげまし

た。 

■mini zap と math zap（継続） 

英語科より、自習プリントとしてmini zap を

朝礼時に配布しています。３学期は文法に加え

て長文問題を多めに出しました。提出率も高

く、模試対策に向けても効果をあげています。 

また、数学科より、同じく自習プリント math 

zap を配布しています。現段階でできるようにな

っていてほしい数学ⅠAの問題をピックアップ

し、朝礼時や冬休み中もクラスルームで定期配

信しました。 

 

高２ 
《進路ガイダンス・セミナー》 

■「本気で総合型選抜！相談会」 

 2 月 10 日、本気で総合・推薦型選抜を目指す

生徒のための個別相談会を行いました。 

 学習進路部から大学選び・準備のポイントにい

ての話をした後、総合・推薦型選抜で医学部に現

役進学した卒業生に講演をしてもらいました。セ

ミナー後は学習部の教員が個別相談に応じ１人

１人へのアドバイスを行いました。 
 

学習進路部による資料 
 

卒業生による講演の動画 

※動画の視聴パスワードは「YGAkasaka」です 

 

■「進路ガイダンス第２弾一般受験編」 

２月 14 日、1 月 17 日に実施した第 1 弾～総

合・推薦型選抜編学習に引き続いて、学習進路

部による「進路ガイダンス第２弾～一般受験編」

２月 14日に実施しました。 

 最も受験機会が多く・合格者の多くを占める

一般受験は、正しく準備を行えば最も成果が出

やすい入試であり、最も合格可能性が高いとい

えるものです。 

 具体的なデータに基づいて、様々な入試方式

や入試方式の利用の注意点を挙げ、志望校選び

のポイントについても触れられました。 

 

《模試》 

■2月 6日「ベネッセ共通テスト模試」 

高3時の選択科目も決まり、理科・社会も含め

https://drive.google.com/file/d/1tOECE137fFtJUJogyx3-wW3wf74apnmK/view?usp=sharing
https://vimeo.com/912762673?share=copy
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た具体的な受験科目が決まってきたところで挑

戦した模試でした。 

来年度入試からはカリキュラムが変更となり

受験科目の名称が変わり、科目の組み合わせも

変わります。問題の形式も大きく変わり、各科

目で文章量が増加しています。過去問が存在し

ない中で、この模試は問題形式に慣れ・経験値

を積むために重要な意味を持ちます。 

受験した生徒たちからは、「どの科目も文章が

多くて、解き進めるのに時間がかかる」という

声が多く聞かれ、これまでとは異なる新傾向の

問題に慣れていく必要があると実感しました。 

 

《OG講演会等》 

■「理系OG講演会・講演座談会」 

2 月 17 日（土）４名の OG に来校いただき、

生徒のアンケートを元に大学入試に向けて、以

下の項目についてお話を伺いました。 

・各教科の学習法：「数学」「英語」「化学」「物

理」「生物」「国語」「地理」「倫政」 

・苦手科目への向き合い方や克服の仕方 

・高3の学習計画の立て方や進め方、学校と塾と

のバランスの取り方 

・受験を乗り切った「リフレッシュ法・モチベ

ーションやメンタルの維持」について 

その後それぞれのOGを囲って座談会を実施し、

より踏み込んだ質問などを行いました。山脇学

園のカリキュラムを過ごしてきたOG達がどのよ

うに入試を乗り越えてきたのかという、実践的

で説得力のある話を聴くことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「春休みの過ごし方ー高３スタートアップー」

（文系生徒向け） 

3 月 12 日（火）、本校を卒業したばかりの高校 3

年生 2 名をゲストに迎え、「1 年前の春休みをどの

ように過ごしていたか」をテーマに話をしていただ

きました。「自分と同じ失敗・後悔をしてほしくな

い」「自分が合格しなくて誰が合格するのか・自分

はこんなものじゃない…という気持ちをもって受験

勉強に向かってほしい」と、高 2の春休み以降、高

3 に進級してから学力を大幅に向上させていったと

きに、どんなことを考え・どんなことをしていたの

かを、語ってくれました。 
 

【生徒の感想から】 

○私は、志望校は一応決まっているけれど、ま

だ本当に行きたいのかわからない状況なので、

大学について春休みのうちにたくさん調べてお

くことが大切だとわかりました。先輩のお話を

聞いて、やり切れない量を計画して自分を追い

込むという方法は今までの私にはなかった考え

なので驚きました。私も追い込まれないとやら

ないタイプなので、実践してみようと思いまし

た。結果がすぐに出ないとやる気をなくしてし

まいそうになるけれど、先輩が言っていた「結

果が出るまでは長い」という言葉を忘れず、努

力し続けたいです。 

○今の私は先輩がおっしゃっていたような夜型

で、平気で 2～3 時まで起きていますが、お話を

聞いて、春休み中に早寝早起きを習慣づける大

切さを知り、明日から挑戦してみようと思いま

す。また、今の時点で第1志望とは微妙に差があ

り、不安になっていましたが、「今、諦めない」

という言葉を聞いて、より第１志望に合格した

いという熱意が湧きました。 

 

■「春休みの学習について」（理系生徒向け） 

 同じ 3 月 12 日（火）、理系クラスでは、高 2 の

春休みの過ごし方について、各教科の担当者か

ら話をしました。また、時間の使い方や計画の

立て方などといった受験生として必要な心構え

について説明し、それもとにそれぞれの行動目

標の設定を行いました。 
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 この会の中で自己分析を行い、各教科の達成目

標を設定し、自分の弱みや不得意な点を改善する

ためにどのように行動するのかを考えました。 

 

■入試スケジュール立案課題（春休みの課題） 

来年度（2025 年）の大学入学共通テストの日

程は、今年度よりも1週間遅くなります。当然の

ことながら試験日は今年度とは異なってくるこ

とが予想されます。受験計画を立ててみると、

試験日が重複してしまい、思っていた大学や試

験方式を受験できないということはよくあるこ

とであり、その状況は来年度も変わることでは

ありません。だからこそ、この時期に入試日程

も含めた大学研究を行い、多くの志望先を挙げ

ておくことが大切になります。 

春休みのうちに大学説明会やオープンキャン

パスに足を運び、多くの選択肢を持てるように

しましょう。 

 

■「英語科 春のロイター板(スプリング
．．．．．

だけに…）

イベント」の実施 

【記述模試体験会】3 月 14 日（木）・18 日（月）

8:30～11:30、22 日（金）12:30～15:30 

今年度はベネッセの模試が中心でしたが、来

年度の模試は河合塾の模試が中心となります。

河合塾の模試とベネッセの模試では出題の傾向

も異なり、問題の難易度も高い傾向にあります

ので、前もってどんな模試なのかを体感するこ

とが目的です。 

河合全統記述模試の過去問題を解き、その場

で採点・解説を行います。３日間で延べ６０名

ほどが参加します。 

【学習法レクチャー会】3 月 22 日（金）8:30～ 

11:30  

英語が苦手な生徒に対しては、学習法のレク

チャー会を行います。 

これまでの模試や定期考査の成績状況を見な

がら２グループに分け、それぞれに合った学習

法をレクチャーします。高3に向けて、良い学習

のスタートを切ることができるようにしていき

ます。約 50名が参加します。 

大学説明会 

室蘭工業大学説明会を実施しま

した 
2 月 24 日（土）、国立大学法人・室蘭工業大学

の樋口健教授を講師にお迎えして「理系国立大

学の魅力を知ろう～室蘭工業大学説明会」を実

施しました。 

室蘭工業大学は北海道室蘭市にある国立の工

学系大学ですが、樋口先生によれば、首都圏の

学校でお話をすると「なぜわざわざ室蘭へ？」

と聞かれることが多いそうです。 

実は、室蘭工業大学は情報学や航空宇宙学で

は日本トップレベルの研究を行っている大学で

大学院修了者の半数が東証プライム上場企業に

就職していることからも分かるように企業から

の評価もきわめて高い大学です。昨年 12 月には

東京工業大学・九州工業大学と産学・人材育成

連携覚書を締結したことでも注目を集めました。 

そんな室蘭工業大学の知られざる魅力を知っ

ていただく機会を設けたいと考えていたところ、

昨春、卒業生が進学したことがご縁で今回の説

明会開催に繋がりました。 

当日は、当初の予想を大幅に上回る100名近い

生徒・保護者の方が参加。山脇生の理系国立大

学への注目度の高さが伺える結果となりました。 

説明会の動画や資料は下記リンク先をご参照

下さい。 
 

室蘭工業大学説明会資料 
 

室蘭工業大学説明会動画 

※動画の視聴パスワードは「YGAkasaka」です 

 

高大連携プログラム 

学習院女子大高大連携平和教育 

プログラム（高校編）を実施 
1 月 10日（水）と 2月 28日（水）に、学習女

子大学との高大連携平和教育プログラム（高校

編）を実施しました。2 学期に実施した中学編で

は「戦争はなぜなくならないのか」・「平和とは

https://drive.google.com/drive/folders/1kNyD8jNdR12-DCaMQ1TapbZQcwJWMAVj?usp=drive_link
https://vimeo.com/manage/videos/916906205/
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何か」をテーマに、講義を行っていただきまし

た。今回の高校編では、国際コミュニケーショ

ン学科の伊藤由紀子教授にご登場いただき、東

アフリカに位置するルワンダの過去と現在から

平和を考えるプログラムを行いました。 

伊藤先生は現在、研究のためにルワンダに滞

在中で、現地とZoomミーティングで繋いでリア

ルなルワンダの姿をお伝えいただきました。 

1 月 10 日の第 1 回目は、ルワンダの歴史につ

いての講義を行いました。平和について考える

前提としての、民族構成やルワンダ内戦、現在

のルワンダについての知識を概観しました。 

生徒たちからは「初めて知ることが多く、衝撃

を受けた」・「日本よりも女性進出が進んでいる

ことに驚いた」・「日本と同じくらい治安が良い

とのことなので、行ってみたいと思った」など

といった感想が出され、アフリカにある国のイ

メージが変わった生徒が多くいたようでした。 

2月28日の第2回目は、1回目の講義の際の伊

藤先生への質問にあった「伊藤先生は、どうし

てルワンダに行こうと思ったのか」「ルワンダに

住んでみて、日本との違いはどんな点か」など

の質問に丁寧に回答をいただきました。 

その後、現地の女子大学生にも参加していただ

き、ルワンダでの学びや、卒業後の目標につい

て語っていただきました。 

質疑応答の時間には、高１・高２の希望生徒

と英語で活発なやり取りが行われました。 

Zoom による通信や時間の制約上、全ての生徒と

話してもらうことはできませんでしたが、国境

を越えたコミュニケーションは大きな刺激とな

ったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の感想から】 

○女子大生がBOSSになりたいと言っていたこと

が一番印象的でした。その理由も自分が上司に

なって雇う人の生活をサポートできるという内

容でとても感心しました。 

○ルワンダでは大学に通えるのは 10 人に 1 人と

聞いて驚きました。また、大学に行けないとい

う理由が学力ではなく、費用がないということ

にも驚きました。 

○自分の将来について幼い頃から考えていて、

かつその夢を目指して今何をするべきなのか考

えていることを聞き、すごいと感じた。 

○「自分が国の未来を変えていく」という意識

を持って動くことが必要だと知り、勇気を出し

て一歩踏み出すことが社会をも変えるのだと感

じた。 

 

★『Hotel Rwanda』上映会を実施 

第 1 回目の講義後の 1 月 27 日（土）の午後、

Hotel Rwanda の上映会を行いました。ルワンダ

内戦を克明に描いた、世界的にも注目された映

画です。100日間で約100万人の人々が亡くなっ

ていった大虐殺について、第1回目の講義で触れ

た内容をより具体的にとらえる機会となりまし

た。 

 

大学説明会 

関西私立三大学合同説明会を 

実施しました 
3 月 12 日（火）、関西を代表する私立大学であ

る同志社大学・関西大学・関西学院大学の入学

センターの担当者を招いて合同説明会を実施し

ました。 

京都・大阪・兵庫を代表する名門私立大が一

堂に集まって大学の魅力を伝えてくれる貴重な

機会ということで、40 名を超える生徒・保護者

の方が参加しました。 

 歴史と文化の街・京都で150年以上の歴史を刻

む同志社大学。関西エリアの「志願したい大学」
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学年 業者 学力テスト・模擬試験 実施日

中２ ベネッセ 第１回学力推移調査

中３ ベネッセ 第１回学力推移調査

高１ ベネッセ 第１回スタディーサポート

高２ ベネッセ 第１回スタディーサポート

高３ ベネッセ 第１回スタディーサポート

4月10日

学年 対象 イベント 実施日

医学部進学セミナー＊

（ﾒﾃﾞｨｶﾙﾗﾎﾞ・可児良友先生）
4月13日

看護・薬学系進学セミナー＊

（ena看護・吉田剛史先生）
4月20日

芝浦工業大学説明会（予定） 4月28日生徒・保護者[希望者]

高校１・２・３年

生徒・保護者[希望者]

高校１・２・３年

生徒・保護者[希望者]

16 年連続 1 位、多様な学びが魅力の関西大学。

「日本一美しい」キャンパスを持ち国際性豊か

な関西学院大学。 

 お話してくださった各校の担当者の方も、ス

クールカラー同様個性豊かで、そのお話ぶりか

らも、それぞれの大学の魅力が伝わったのでは

ないかと思います。 

 これからの時代は、学歴よりも学習歴が問わ

れると言われています。生徒のみなさんにはぜ

ひ色々な大学の魅力を知って、自分の理想の大

学生活を描くことができる大学を見つけてもら

いたいと思います。 

 

SSI（Self Study Island）便り 
■自習室利用促進キャンペーン実施報告 

 2 学期に引き続き学年末考査前も利用促進キャ

ンペーンを2/6～20に開催し、上記期間の利用時

間が 15 時間を超えた 16 人の生徒が 2 枚、10 時

間を超えた 21 人の生徒が 1 枚の座席優先予約チ

ケットを獲得しました。 

SSI は下級生にとって「上級生が学ぶ姿」を垣

間見ることのできる貴重な機会となっており、

ここにも「学びの相乗効果」が生まれていると

言えます。高３が入試本番を乗り越えていく姿

から下級生が多くのことを学んでくれたと期待

します。 

 

■atama+体験会を実施しました 

 3 月 12 日（火）に SSI で atama+体験会を実施

しまし 80 名以上の方にご参加いただきました。

体験会で出たご質問に対する Q&A については、

下記リンク先をご参照ください。 

今年度まで、中学のみ英語・数学の２科目で

の実施してきた放課後 atama+講座ですが、4 月

からは対象学年を高校１年生までに拡大します。 

高校１年生は英語・数学に加え、化学・物理

も受講可能になりました。 

国公立大学や医学部、早稲田・慶應義塾・上

智といった理系の難関大学では、「理科２科目」

を受験科目として課すのが一般的です。志望系

統別では、薬学系は「化学」、工学系は「物理」

が理科の指定科目となっている場合が多いです。

理系のこうした大学・系統を目指している生徒

は、放課後 atama+講座の「化学」「物理」の活

用もぜひご検討ください。 
 

※2024 年度前期の atama+講座のお申し込みよび休会の

締め切りは 3 月 26 日（火）。SSI の職員が在室している

のは 3/12・21・23・25・26 です。 
 

  atama+に関する Q&A 

 

学力テスト・模擬試験 
4 月実施の学力テスのスケジュールです。いず

れも学校で受験します。 

 

 

 

 

 

※学力推移調査は約１カ月後、スタディーサポートは約

2 週間後に成績が返却されます。 

 

学習進路関係イベント 
 ４月の学習進路関連イベントのスケジュール

です。申込等の案内は随時配信します。 

 

 

 

 

 

＊ご案内プリント、お申込みはこちらから 
 

高校生 医学部進学セミナー(4/13)ご案内 
 

高校生 看護薬学進学セミナー(4/20)ご案内 

 

 

『学習進路通信』のバックナンバーはこちらから 

在校生・保護者の皆様へ ＞ 進路情報 

 

 

https://drive.google.com/file/d/1XMxe7RV0r-eZzP-LelQhFHJyeeshZj-w/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1o8lLeIFsdHm_nm9ln95Ywu8YutUXETn3/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1sEGVHp6t3MLyAE2XAQr8JAA8UOOU3T4H/view?usp=drive_link
https://www.yamawaki.ed.jp/category/gakunai/shinro/

